
株主の皆様へ   To Our Shareholders

事 業 年 度 毎年2月1日から翌年1月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年4月下旬

基 準 日 毎年1月31日

単 元 株 式 数 100株

公 告 方 法 電子公告

ただし、やむを得ない事由により電子公告を
することができない場合は、日本経済新聞に
掲載します。
公告掲載URL　
https://www.ishiihyoki.co.jp/

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

〒541−8502　
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号

TEL 0120−094−777（通話料無料）

【ご注意】

1．�株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きに
つきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会
社等）で承ることとなっております。株主名簿管理人（三菱UFJ信
託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。

3．�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行の全国本支店で
お支払いいたします。

住 所 広島県福山市神辺町旭丘5番地
電 話 番 号 084-960-1247（代表）
F A X 番 号 084-960-1010
ホームページ https://www.ishiihyoki.co.jp/

株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
当連結会計年度（2025年2月1日から2026年1月31日まで）の事業をご報告するにあ

たり、ひとことご挨拶申し上げます。
当連結会計年度における我が国経済は、米国の通商政策による影響がみられるものの、

堅調な雇用・所得環境を背景に緩やかな回復基調で推移、一方で、不安定な為替相場、物
価上昇の継続等が景気の下振れリスクとなっており、先行きについては依然として不透明
な状況です。

このような環境の中、当社グループにおきましては、前連結会計年度と比較して増収増
益となりました。今後につきましては、不安定な為替相場、物価上昇の継続、アメリカの
政策動向など、景気を下押しするリスクがありますが、このような経営環境の変化に対応
すべく、事業活動を通じて持続可能な社会に貢献するとともにサステナビリティ課題への
取組みを進めるなど、企業価値向上を目指してまいります。

2026年4月

代表取締役社長　山本 晋宏

事業活動を通じた持続可能な
社会貢献及び企業価値向上を目指す

発行可能株式総数 31,644,909株

発 行 済 株 式 総 数 8,176,452株

株 主 数 3,145名

所有者別株主分布状況

所有株式数別株式分布状況

その他法人 99名 3.1%
3,228,598株

金融機関 9名 0.3%
410,300株

個人・その他 3,037名 96.6%
4,537,554株

3,145名

100単元未満 583名
1,347,166株 16.5%

10単元未満 2,472名
474,976株 5.8%

100単元以上 90名
6,354,310株 77.7%

8,176,452株

（2026年1月31日現在）

商 号 株式会社石井表記
設 立 1973年4月
資 本 金 300,000,000円
本 社 広島県福山市神辺町旭丘5番地
営 業 所 東 京 営 業 所（東京都板橋区）

名古屋営業所（愛知県一宮市）
大 阪 営 業 所（大阪府吹田市）

従業員数 301名（連結 695名）
関係会社 国内	 株式会社CAP

海外	 JPN, INC. （フィリピン）
	 ISHII HYOKI （SUZHOU） CO., LTD. （中国）
	 上海賽路客電子有限公司 （中国）

ホームページのお知らせ

https://www.ishiihyoki.co.jp/

ホームページにアクセスして
いただきますと、当社の各種
情報をご覧いただけます。

代 表 取 締 役 会 長 石 井 峯 夫

代 表 取 締 役 社 長 山 本 晋 宏

常 務 取 締 役 松 井 忠 則

取 締 役 岩 永 浩 司

取 締 役 松 井 誠 治

取 締 役（ 社 外 ） 石 井 裕 工

取 締 役（ 社 外 ） 本 田 祐 二

常 勤 監 査 役 渡 邊 伸 樹

監 査 役（ 社 外 ） 森 末 辰 彦

監 査 役（ 社 外 ） 松 岡 清 史

取締役及び監査役（2026年4月24日現在）

株主メモ   Stockholder Memo 

株式の状況   Stock Information会社の概要   Corporate Data

財務ハイライト   Financial Highlights

（2026年1月31日現在）
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売上高
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プリント基板分野
●スマートフォンやパソコン等の民生機器向けのプリント基板設

備投資は停滞していますが、AI関連向けパッケージ基板の設備
投資が増加したことや生産消耗品の販売が増加したこと、高機
能材料向けメッキ設備を売上計上したことなどから、前連結会
計年度と比較し売上高は増加しました。

液晶関連分野
●液晶パネルの大幅な需要回復が見られないなかで、生産消耗品

の販売は増加しましたが、液晶パネル製造装置の販売が減少し、
売上高は前連結会計年度と比較し減少しました。

その結果、売上高は48億76百万円（前連結会計年度比6.5％
増）、営業利益は8億6百万円（前連結会計年度比24.6％増）と
なりました。

売上高／営業利益（単位：百万円）

自動車向け印刷製品及び工作機械並びに産業用機械
向け操作パネル
●自動車向け印刷製品及び工作機械並びに産業用機械向け操作パ

ネルについては、顧客の生産調整が続き、売上高は前連結会計
年度と比較し減少しました。

その他
●�JPN,INC.は、新規顧客開拓や既存顧客の新規量産品獲得に注

力したことにより売上高は前連結会計年度並みとなりましたが、
利益面では材料価格等の上昇が影響し前連結会計年度を下回り
ました。上海賽路客電子有限公司においては、主要顧客からの
受注が増加基調となっており、前連結会計年度と比較して増収
増益となりました。

その結果、売上高は107億64百万円（前連結会計年度比5.2％
増）、営業利益は3億34百万円（前連結会計年度比28.3％増）
となりました。
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ディスプレイ及び電子部品
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売上高／営業利益（単位：百万円）

⃝プリント基板分野

トピックス   TOPICSセグメント別 経営成績   Operating Results

「健康経営優良法人2025（中小規模法人部門）」に認定

公式X開始とマスコットキャラクター誕生

2025年３月10日に「健康経営優良法人
2025（中小規模法人部門）」に認定さ
れました。

2025年4月から企業公式Xをスタート。
社内公募による企業マスコットキャラ
クターが誕生しました。

当社はこれからも従業員一人ひとりが心身と
もに健康で、イキイキと働ける職場環境の整備、
また従業員とその家族を含めた心身の健康づ
くりを進めてまいります。

広島県福山市で、「表面」にこだわりながら設
立から50年を越えたモノづくり企業として、
その取り組みや雰囲気を発信するために公式
Xをスタートし毎日投稿しています。
その中で会社を紹介するマスコットキャラク
ターを社内公募し誕生した「ヒョーくん」が
2026年1月から活躍しています。公式Xと
ヒョーくんをぜひ応援してください。

サステナビリティの取り組み

2025年11月8日に開催された【福山大学備後
圏地域経済・文化研究センター経済部門公開シ
ンポジウム】に登壇しました。

福山大学主催のシンポジウムに当社 常務取締役 松井
忠則が登壇。当社のサステナビリティ経営の実践事例
等を紹介し、地域と企業がともに歩む未来像について
多角的に議論が行われ、地域社会とともに持続可能な
未来を考える貴重な機会になりました。
今後も事業活動を通じて社会貢献、企業価値向上に繋
がるよう、サステナビリティの取り組みを推進してま
いります。

公式X
二次元コード ヒョーくん

HS研磨機

水平搬送UP/DOWN方式 電気銅メッキ装置

インクジェットコーター

⃝液晶関連分野

⃝オートモーティブ製品 ⃝シルク印刷・ラベル印刷・アルマイト銘板

⃝GOP液晶システム

⃝メンブレンスイッチパネル・ユニット製品


